
中央競技団体の経営力強化推進事業
-令和2年度実施報告-

公益財団法人 日本ハンドボール協会

事業成果報告書（概要版）

本報告書は、スポーツ庁の委託事業として、公益財団法人日本ハンドボール協会が
実施した2020年度スポーツ産業の成長促進事業「スポーツ団体経営力強化推進
事業(中央競技団体による普及・マーケティングに係るモデル形成支援事業）」の成
果を取りまとめたものです。従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁
の承認手続きが必要です。
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事業主旨

１．本件取り組みの背景

日本ハンドボール協会の従来の普及戦略は、①学校教材として学習指導要領に「ハンドボール」を入れて、②ハンドボールを
教えることが出来る教員を養成すること、③学校部活動としてハンドボール部を増やすこと、が中心あった。
これにより少子高齢化が進む中においても競技登録者を増やすことに成功した。
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事業主旨

しかしながら、少子高齢化の更なる進展や、先生の働き方改革・学校部活動の見直しが加速することが不可避な状況。
また、学校教育に依存していた弊害で、高校卒業後の競技機会（チーム、指導者、大会運営者等）充実にリソースを振り
向けられなかったため、せっかく学校教育を通じて獲得した競技者が、卒業とともに大半が離脱するという課題が露呈した。
また、競技者の獲得にだけでなく、「観る人」「支える人」を増やす取り組みが必要との認識に至った。

• カジュアルな競技層

• ハンドボールファン

• 子供の活動に興味がある父兄層

• OB/OG会

• 地域の指導者、支援者
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本事業では4年間で5つのプロジェクトを実行する。
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未体験

体験済
観戦メイン
（観る）

本格競技層
(する・支える)

休眠

“全くやったことがない”

“体育でかじった程度”

観戦メイン

父兄 (子供がプレー)

選手

指導者 (コーチ・顧問)

審判・役員

“昔はやってた
けど今は滅多に観ない”

小学校 中学 高校 大学 社会人 マスターズ

A

全年代・全員の出場試合スタッツを
会員サイト上で個人に紐づけて管理

試合スタッツ全網羅 PJT

高校卒業後もカジュアルにハンドボールを
続けられる機会・気運づくり

Over18 PJT

デジタルを活用した研修・マッチング提供

指導者・審判・競技役員サポート
PJT

B

リーグの試合動画を再編集してPV化
横断的な露出による観戦きっかけづくり

動画再活用 PJT

C

D

ハンドボール自体のポジショニング再定義
シンボルアスリートの輩出と露出

攻めの広報 PJT

E

A

B

C

D

E

事業主旨
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事業成果

大日本印刷（以下、DNP）のスポーツ情報管
理サービスをベースに、審判や指導者も含めたす
べてのハンドボール関係者向けの会員システムを
2021年3月にリリース。
（2021年度登録より利用開始）

まずは潜在的な競技者を顕在化させるため、試
合に出るための競技登録システムから、ハンドボー
ルに関わる全ての人を対象とした会員システムに
移行。

今後は、今まで紙ベースで保管していた試合記
録をデータベース化し、大会写真・映像等とともに
競技者個人と紐付けができるよう進めていく。

業務負荷の
軽減

記録と記憶
の蓄積

会員への
CRM施策

A～E 共通
新会員登録システム「マイハンドボール」の構築

事業初年度は5つのプロジェクトのベースとなるインフラ整備を実施し、仮説の検証となるアンケート調査を実施した。

また、5つのプロジェクトについても、初年度より着手できる事項を実施した。



6

事業成果

世界選手権ではメディアやSNSでの発信
を強化。

大会前から大会後まで左記のような施策
を実施し、Twitterでは「#彗星JAPAN」
でトレンド入り祭りと 題して発信強化を
行ったことで実際にTwitterのトレンド入り
も果たし、オンライン上での盛り上がりを意
図的に創り上げた。

E. 攻めの広報

ハンドボール自体のポジショニングを再定義に向けて実態調査アンケートを実施（回答数2,603人）

特定選手（シンボルアスリート）の露出を強化することによるハンドボールへの憧れの醸成については、
以下の再定義の内容からも他競技から転向してきた選手を取り上げていくことを検討している。

6

世界選手権での広報活動強化
-戦略的な盛り上がりの醸成-

ポジショニングの再定義
-アンケート結果に基づく定義づけ-

●「トレンド入り祭り」の仕掛けによるトレンド入り

●外部メディア(スポーツナビ)への投稿強化

【ハンドボールのポジショニング(魅力)を再定義 】
・他競技から転向しても活躍できる
・身体能力の高さ、プレーの激しさ
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今後の方針

初年度実施事項については概ね計画通りであり、引き続き5つのプロジェクトを推進する。

全年代・全員の出場試合スタッツを
会員サイト上で個人に紐づけて管理

試合スタッツ全網羅 PJT

高校卒業後もカジュアルにハンドボールを
続けられる機会・気運づくり

Over18 PJT

デジタルを活用した研修・マッチング提供

指導者・審判・競技役員サポート
PJT

リーグの試合動画を再編集してPV化
横断的な露出による観戦きっかけづくり

動画再活用 PJT

ハンドボール自体のポジショニング再定義
シンボルアスリートの輩出と露出

攻めの広報 PJT

A

B

C

D

E

競技者・関係者登録向けに新会員登録システム「マイハンドボール」をリリース済。
大会機能の利用開始と拡張機能（ファン向け）の実装を進める。

アンケート結果を踏まえ、大会実施に向けて準備を進めていく。
各地方協会等からPJTメンバーを募る形で仲間を増やしながら詰めていく。

既存の研修用アセットとともに新会員登録システム「マイハンドボール」とeラーニング
システムを連携する。

2020年度実施のJHLTv（日本リーグ動画配信）の改善とプレーオフに向けて
ハイライト映像制作を実施。動画再活用によるプロモーション強化を進める。

アンケート結果からのポジショニング再定義を踏まえ、他競技からの転向で活躍して
いる選手を中心に露出機会を増やしていく。


